
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
か
ら
５

年
。
住
民
の
命
を
守
る
た
め
に

防
災
・
減
災
対
策
は
重
要
で
あ
る
。
し

か
し
、
自
力
避
難
が
困
難
な
方
へ
の
支

援
体
制
が
遅
れ
て
い
る
。
今
後
、
十
勝

に
大
き
な
影
響
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ

る
道
東
沖
地
震
や
十
勝
平
野
活
断
層
に

よ
る
直
下
型
地
震
を
は
じ
め
と
し
た
、

あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
被
害
の
軽
減
に
つ

な
げ
、
被
災
者
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に

つ
な
げ
る
よ
う
以
下
の
点
を
伺
う
。

⑴
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
が

義
務
化
さ
れ
、
令
和
３
年
の
法
改
正
で

避
難
行
動
要
支
援
者
ご
と
の
個
別
避
難

計
画
の
作
成
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
。

①
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
登
録
者

数
は
。

②
個
別
避
難
計
画
の
策
定
状
況

③
計
画
は
作
成
で
終
わ
る
の
で
は
な

く
、
実
効
性
あ
る
取
組
が
大
切
。
避

難
訓
練
等
で
確
認
す
る
考
え
は
。

⑵
「
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の
家
族
に

対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
、
自
治
体
の
責
務
に
な
っ
た
。
町

の
取
組
状
況
は
。
ま
た
、
在
宅
人
工
呼

吸
器
等
装
着
者
の
電
源
確
保
の
考
え
は
。

⑶
避
難
所
と
福
祉
避
難
所
で
の
生
活
環

境
の
確
保
状
況
は
。

  

町　

長

町　

長  

⑴
①
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
や
身

体
障
害
者
手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
の
交

付
を
受
け
て
い
る
方
、
難
病
患
者
な
ど

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
本
年
７
月
末
現

在
の
町
内
の
登
録
者
数
は
２
２
７
１
人

で
、
こ
の
う
ち
、
平
常
時
か
ら
町
内
会

や
民
生
委
員
な
ど
の
避
難
支
援
等
関
係

者
に
対
す
る
名
簿
の
提
供
に
同
意
し
て

い
る
方
は
１
４
８
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

②
、
③
個
別
避
難
計
画
の
策
定
は
、
対

象
者
の
心
身
の
状
況
や
生
活
実
態
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
、
地
域
防
災
の
担
い

手
だ
け
で
な
く
、
介
護
支
援
専
門
員
や

相
談
支
援
専
門
員
、
医
療
機
関
と
連
携

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
居
住
空
間
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
に
踏
み
込
む
必
要
が
あ
る

こ
と
に
加
え
、
避
難
を
手
助
け
す
る
側

の
担
い
手
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、

計
画
の
策
定
に
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　

令
和
４
年
度
に
二
つ
の
町
内
会
を
モ

デ
ル
地
区
に
選
定
し
て
計
画
の
策
定
を

進
め
、
本
年
８
月
ま
で
に
５
人
の
計
画

策
定
が
完
了
し
、
現
在
は
４
人
の
計
画

策
定
を
進
め
て
い
る
。
引
き
続
き
関
係

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
個
別
避
難
計
画

の
策
定
件
数
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
要
支
援
者
の
身
体
的
な
状
況

の
変
化
な
ど
に
応
じ
て
計
画
の
見
直
し

も
必
要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
介
護
支
援

専
門
員
な
ど
に
、
計
画
の
見
直
し
の
要

否
に
つ
い
て
定
期
的
に
聞
き
取
り
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
を
想
定
し
た

模
擬
訓
練
の
実
施
や
地
域
の
防
災
訓
練

へ
の
参
加
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
呼
び

か
け
を
行
っ
て
い
く
。

⑵
令
和
２
年
度
に
「
医
療
的
ケ
ア
児
支

援
部
会
」
を
設
置
し
、
町
内
の
医
療
的

ケ
ア
児
に
つ
い
て
現
状
把
握
を
行
う
と

と
も
に
、
医
療
、
保
育
、
教
育
、
保
健

な
ど
適
切
な
支
援
を
行
え
る
よ
う
、
個

別
に
ケ
ー
ス
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
国
か
ら
示
さ
れ
る
必
要
な
措
置
に
沿

っ
た
支
援
体
制
を
整
え
て
い
き
た
い
。

　

災
害
時
は
、
状
況
に
応
じ
て
福
祉
避

難
所
に
避
難
し
て
い
た
だ
き
、
人
工
呼

吸
器
を
必
要
と
す
る
医
療
的
ケ
ア
児
１

人
に
つ
い
て
は
、
非
常
用
発
電
機
を
備

え
て
い
る
避
難
所
を
案
内
す
る
ほ
か
、

防
災
協
定
を
締
結
し
た
企
業
か
ら
発
電

機
の
提
供
を
受
け
る
考
え
で
あ
る
。

　

町
内
に
在
宅
す
る
酸
素
療
法
を
さ
れ

て
い
る
16
人
に
お
い
て
も
、
状
況
に
応

じ
て
医
療
的
ケ
ア
児
と
同
様
に
対
応
す

る
。

⑶
幕
別
町
地
域
防
災
計
画
で
指
定
し
て

い
る
避
難
所
の
う
ち
、
暖
房
・
冷
房
設

備
が
不
足
し
て
い
る
避
難
所
に
つ
い
て

は
、
備
蓄
し
て
い
る
灯
油
ス
ト
ー
ブ
や

冷
風
機
を
運
搬
設
置
す
る
ほ
か
、
パ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
や
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
を
複

数
の
リ
ー
ス
会
社
と
の
協
定
に
基
づ
き

調
達
す
る
な
ど
し
て
環
境
維
持
に
努
め

る
。

　

令
和
２
年
８
月
に
、
一
般
社
団
法
人

日
本
福
祉
用
具
供
給
協
会
と
「
災
害
時

に
お
け
る
福
祉
用
具
等
の
供
給
等
協
力

に
関
す
る
協
定
」
を
結
び
、
介
護
用
品

や
車
椅
子
、
特
殊
ベ
ッ
ド
、
手
す
り
等

の
福
祉
用
具
の
供
給
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
と
し
て
お
り
、
障
が
い
者
や
要
介

護
者
等
へ
の
一
定
の
対
応
が
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

福
祉
避
難
所
は
す
べ
て
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
し
て
い
る
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

要
配
慮
者
が
、
安
心
し
て
避
難
生
活
を

送
る
環
境
を
確
保
し
て
い
る
。
幕
別
本

町
地
区
に
４
か
所
、
幕
別
農
村
地
区
に

１
か
所
、
札
内
地
区
に
４
か
所
、
札
内

農
村
地
区
に
３
か
所
、
忠
類
地
区
に
１

か
所
の
計
13
か
所
の
避
難
所
を
状
況
に

応
じ
て
開
設
す
る
予
定
で
あ
る
。

■ 一 般 質 問 ■ 

⓬2023.11 月号

答問
個
別
避
難
計
画
の
策
定
は
８
月
末
現
在
で
５
人
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
増
や
し
た
い

災
害
時
、
自
力
で
避
難
が
難
し
い
障
が
い
者

・
高
齢

者
に
個
別
の
避
難
計
画
が
あ
る
、
町
の
取
組
状
況
は

問

荒　 貴 賀 議 員
（日本共産党
幕別町議員団）


